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夢洲におけるヨシ群落及びそれ に隣接する水辺環境の保全を求める要望書 2021年 7月

関西自然保護機構では、2020年 4月 28日 に大阪市住之江区の夢洲のヨシ群落及びそれに隣接する水

辺環境について、別紙 1の ような申し入れを公益社団法人 2025年 日本国際障覧会協会様宛に、2020

年 8月 28日 に別紙 2の ような申し入れを公益社団法人 2025年 日本国際博覧会協会様、環境省近畿地

方環境事務所様、大阪市港湾局様宛に提出させていただきました。

それ らの申し入れでは、夢洲は絶滅危惧 Ⅲ類のコアジサシの繁殖地、カモ類の越冬地やシギ・チ ド

ジ類の中継地として重要であることを指摘 し、「日本の重要湿地 500」 である隣接する大阪南港野鳥園

同様に重要な環境であること、大阪府のレンドリス ト及び、大阪市の生物多様性地域戦略で、夢洲を

生物多様性の保全上特に重要な場所 としていることを指摘 させていただきました。当該の夢洲南東部

の規模の大きなヨシ群落には、ウラギク (環境省 。大阪府 RDBで準絶滅危惧 )、 チュウヒ (環境省

RDBで絶滅危惧 IB類 )、 ツクシガモ (環境省 レッドリス ト2019で絶滅危惧 H類)の生息地・越冬

地になつていることを指摘 し、その保全を要望させていただきました。さらに、2020年 7月 の植物調

査において、大阪府では絶滅 したとされるカワツルモの確認をお伝えし、夢洲が生育地として極めて

重要な場所であることを指摘、「都市と自然環境の共存」の象徴として保全を要望 してきました。

このたび大阪市立自然史博物館から上記の発見が 「水革研究会誌Jに報告され、保全上の重要性を

指摘するプレスリリースが公開されました (別紙 3)。

関西自然保護機構としては、工事の進展に伴い、再度カワツルモを中心としたヨン群落の植物の保

全を要望 し、改めて SDGs理念を実現する万博会場としてふさわしい 「都市と自然環境の共存Jの象

徴としての保全・管理を要望いた します。

具体自勺イこイま

・工事期間を通 じた、ヨン群落及び隣接する水辺環境の保全

。工事期間終了後も残置の開放水域の一部としての保全

が必要です。

工事工程がそれを許さない場合には、困難ではありますが移植や ミティゲーション (代替生息地の

確保)による対応策について助言 させていただきたいと思います。ぜひ貴重な植物の保全のための検

討をお願いします。

夢沙Hは人工の地盤ではありますが、そこに再生したヨシ原及び動植物は自然の営力によつて再生 し

た大阪湾のポテンシャルによるものです。関係各位におかれましては、夢洲におけるヨン群落及びそ

れに隣接する水辺環境の重要性を認識 していただき、保全のための努力をあらためて要望 します。



別紙 1 2020年 4月 28日 送付 要望書
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夢洲におけるヨシ群落及びそれに隣接する水辺環境の保全を求める要望渉

2020年 4月 現在、大阪市住之ヤ「 lス にある夢洲は、広大な裸地や単地、水たまりが広がっ

ており、環境省レッドリスト2019で絶滅危快 H類のコアジサシの繁殖が記録されている

ほか、大阪湾最大のカモ類の越冬地の ・つであり、渡りの季節には希少種を含む多くのシ

ギ・チ ドリ類の中緋地としても重要です。隣接する大阪 1菊 港野鳥閣は、波 りのシギ 。チ ド

リ類の種数 ,佃体数が多いことから「日本の上要湿地 500Jの ^つ に選定されていますが、

夢洟|の水城やそれに隣接するヨシ群落は、それよりも規模が大きく、「了l ttILも f窮 いと考え

られます。こうした理由から、大阪席,の レッドJジ ス ト及び、大阪市の生物多様性地域戦ll特

では、夢沸1を 生物多様性の保全 L特 に重雰な場所 (Aラ ンク :広域的な観点で見ても特に

重要な場所)と して取り liげています。

特に、夢洲南束部には、約 と1laの 規模の大きなヨシ群落、及び隣接する浅い水城がまと

まって残されています。このヨシ群落は、夢沸1に 浅い水城が成立した後に、風や鳥によっ

て櫂 子が運ばオl癖 生したものと考えられます。このヨシ群淋には、ウラギク (環境省 レッ

ドリス ト2019、 及び大阪手行のレッドデータブックで準絶滅危 |ナt)が 4に 育しており、冬舜)に

はチュウヒ (染境省レッドリス ト2019で絶滅危|,そ IB類)も見られます。ヨシ群落の周辺

水城は、瀬戸内海束部で最大のツクシガモ (環境省 レッドリスト2019で絶滅危1共 II類 )

の越冬地になっています。大規模なヨシ群落が少なくなっている大阪府や大阪ユむ岸の現状

を考えると、夢洲に残るヨシ群落及びそれ tこ 隣接する水域を保全することは、大阪 lィ
、F周辺

の生物多様 1‖L保 全の観点から非常に重変です。また、水城にヨン群落が隣接 して広がって

いる風景は、かつて大阪低地部で広く見 られた風景であり、夢洲1に 大阪の原風景が残るこ

とは、抑;r打 と白然の共存という観点からも特争できるもの tこ なるでしょう。

しか し、夢洲が 2025年 の万博会場となることが決まって以降、急ピッチでこうした温地・

水域の埋め立てが進行しています。現在まとまった規模でヨシ群湛が残されている場所は、

夢洲南束潮子の ・部 (別紙参照)0)み となっていますが、この群落の周辺ではすでに埋め立

て工事が始まりつつあります。現在残さオ1て いる、このヨシ群落とそれに隣接する水域を

継統的に維持 していることは、 L記で述べたとおり、生物多様性保全の観点からは重要と

なります。

関係各位におかれましては、夢洲におけるヨシ群落及びそれに隣接する水辺環境の重要

性を認識 していただき、本群落の残世・保存に向けた対策をして顔けるよう要紫します。

なお、lttl西 自然保護機構は、近畿地方における広い意味での自然保護の話問態に対するア

ドバイザ リー・ボディ (JノJ言勧告機関)と して、必要な協働に参脚iする意志があることを

お伝えしておきます。



別紙 夢洲で 2020年現在まとまって残されているコシ群落の範l,1(赤枠内)
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公益社団法人 2025年 爾本国際博覧会協会 会長 中西宏明 様
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大阪市港湾局 局長 田中不可光 様

関西自然保

連絡先 :大阪市束

大阪
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夢洲におけるヨシ群落及びそれに隣接する水辺環筑の保全を求める要望書

関西自然保護機構では、2020年 4月 28日 に大阪 ll i住之,L区 の歩沸|の ヨシ群落及びそれに隣接する

水辺殊境について、別紙のような中し入れを公益社閉法人 2025年 日本任司除障覧会協会様宛にさせて

ぃただいたところです (別紙 2・ 1・ 2).

その中し入れでは、夢沸|は絶滅危惧 II類のコアジサンの繁殖地、カモ類の越冬地やシギ・チ ドリ類

の中継地として重要であることを指摘 し、子日本の韓要湿地 500と である隣接する大阪略港野鳥園厠様

に重要な環境であること、大阪府のレンドリス ト及び、入1坂 市の41物 多様性地域戦略で、歩冽1を 生物

多様性の保全 L特に重要な場所 としていることを指摘 させていただきました。当該の夢沸1磁 束部の規

模の大きなヨシ群落tiは 、ウラギク (環境省 ,大阪府 RDBで準絶滅危快 )、 チュウヒ (環境省 RDB

で絶滅危恨 IB類 )、 ツクシガモ (環境省 ″ッドジス ト2019で絶滅危操 H類)の生′也、地 ,越冬地にな

っていることを指摘 し′、その保全を要望させていただきました。

今陣1、 当機構の
'ユ

ブl成する調査の一珠として行われた 2020年 7月 の植物調査において、この水域で

大阪府では絶滅 したとされるカワツルモが確認されま と́た拿

カフツルモは汽水城に生育する水革ですが、全目的にも生育地が減少 しています。隣接する和歌ri t県・

兵庫県でく)現在生育が確認できる場所がイ談とんどなく、最も絶滅の危険性が高い種 として評細,さ れて

います (和歌山県レンドデ~タ ブックで絶滅危快 IA類、兵庫県レッドデータブックで Aラ ンク (絶

滅危峡 IA類 |こ 相当))。 生育に適 した残境が眼定されることに力‖え、沿岸許るの開発により全国的にも

生育地が減少 していることから、夢冽1で発見された生育地は極めて重要な場所であると考えられます。

当該地域は、現在かろうじて埋め立てを免れていますが、こうした植物は移植による維持は極めて

難 しく、万博や IR開 発も含めた夢胡i開発の理念でモ)あ る SDGsの配意の 一殊 として、また、「都市と

白然環境の共存」の象徴としての保全を要望 します。

具体的には

,工事期間を通 じた、ヨシ群落及び燐接する水辺環境の保全

・ 工事朗開終 Ftt t,残避の開放水域の一部としての保全

が必要です。

夢洲は人上の地盤で 1まあ りますが、そこに藤生 したヨシ原及び勧植物は幻然の営力によって再生 し

た大阪湾のポテンシャルによるものです。開係各位におかれましては、夢沸|に お
'す

るヨシ群落及びそ

れに隣接する水辺環境 (″ l重要性を認識 していただき、保全のための努力を要望します。

ブ+
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カ ワツアレモについて

カワツルモ 月韓ゃこ ′″,β/′か
'27β

 L。 (ヒ ルムシロ科 カワツルモ属)

全国的に生育地の減少 している水車。国内では汽水城を中心に分布 している。夢洲の水域すま雨水によ

り形成されたものだが、土壌及び波浪による乗 り越えでの塩分が供給されたことにより汽水的な環境が

生 じているっ

大阪ではlrll様に人工地盤の汽水環境であつた南港で 1996年 に 一時的に発生 した事例が最後の発

見。

大阪府南部ですまと960年 代に採集されているが、そ(7)後 確認されていないっ

周辺でも兵庫県、和歌山県にJt育地があるが、盈歌曲県で絶滅危快 IA類、兵庫県 Aラ ンク (絶滅危

惧 IA頼に相当)に指定されている。

水鳥による散布が考えられ、夢沸!への移人は人為的なものは考えにくい。ヨシ原周辺の水辺にはツツ

イ トモ、ホザキノフサモなどモ)生虐、している。また、他の水城ではジュウノヒグモ、ササバモなども見

いだされている。水鳥の飛来の多さと関係 していると考えられる。
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公益社団法人 2025年 日本国際博覧会協会

会長 中西 宏明 様

関西自然保護機構 会長 石井 実

連絡先 :大阪市東住吉区長居公園 1‐23

大阪自然史センター 気付

団 L:06‐ 6697‐ 6262

夢洲におけるヨシ群落及びそれに隣接する水辺環境の保全を求める要望書

2020年 4月 現在、大阪市住之江区にある夢洲は、広大な裸地や革地、水たまりが広がっ

ており、環境省レンドヅス ト2019で絶滅危惧 H類のコアジサシの繁殖が記録されている

ほか、大阪湾最大のカモ類の越冬地の一つであり、渡りの季節には希少種を含む多くのシ

ギ 。チ ドツ類の中継地としても重要です。隣接する大阪南港野鳥園は、渡りのシギ・チ ド

リ類の種数・個体数が多いことから「日本の重要湿地 500」 の一つに選定されていますが、

夢洲の水域やそれに隣接するヨン群落は、それよりも規模が大きく、重要性も高いと考え

られます。こうした理由から、大阪府のレンドリス ト及び、大阪市の生物多様性地域戦略

では、夢洲を生物多様性の保全上特に重要な場所 (Aラ ンク :広域的な観点で見ても特に

重要な場所)と して取 り上げています。

特に、夢洲南束部には、約 l haの規模の大きなヨン群落、及び隣接する浅い水域がまと

まって残されています。このヨシ群落は、夢洲に浅い水域が成立した後に、風や鳥によっ

て種子が運ばれ再生したものと考えられます。このヨシ群落には、ウラギク (環境省レッ

ドリスト2019、 及び大阪府のレッドデータブックで準絶滅危惧)が生育しており、冬期に

はチュウヒ (環境省レンドジスト2019で絶滅危惧 IB類)も見られます。ヨシ群落の周辺

水域は、瀬戸内海東部で最大のツクシガモ (環境省レッドリス ト2019で絶滅危惧 H類 )

の越冬地になっています。大規模なヨン群落が少なくなっている大阪府や大阪湾岸の現状

を考えると、夢洲に残るコシ群落及びそれに隣接する水域を保全することは、大阪府周辺

の生物多様性保全の観点から非常に重要です。また、水域にヨシ群落が隣接して広がって

いる風景は、かつて大阪低地部で広く見られた風景であり、夢洲に大阪の原風景が残るこ

とは、都市と自然の共存という観点からも特筆できるものになるでしよう。

しかし、夢洲が 2025年の万博会場となることが決まって以降、急ピッチでこうした湿地・

水域の埋め立てが進行 しています。現在まとまった規模でヨシ群落が残されている場所は、

夢洲南束部の一部 (別紙参照)のみとなっていますが、この群落の周辺ではすでに埋め立

て工事が始まりつつあります。現在残されている、このヨン群落とそれに隣接する水域を

継続的に維持していることは、上記で述べたとおり、生物多様性保全の観点からは重要と

なります。

関係各位におかれましては、夢洲におけるヨン群落及びそれに隣接する水辺環境の重要

性を認識 していただき、本群落の残置・保存に向けた対策をして頂けるよう要望します。

なお、関西自然保護機構は、近畿地方における広い意味での自然保護の諸問題に対するア

ドバイザリー・ボディ (助言勧告機関)と して、必要な協働に参画する意志があることを

お伝えしておきます。
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別紙 3

令和 3年 6月 25日

大阪市立自然史博物館

電話 06-6697-6222

2025年万博会場・夢洲において

大阪府で「絶滅」とされた水草「カワンルモ」を再発見

このたび、当館の学芸員が中心となって実施 した夢洲の植物調査において、大阪府 レ

ッドデータリス トで「絶滅」と判定されたカワツルモが再発見されました。この研究成

果は水草研究会の会誌 「水草研究会誌 (Bulletin of Water Plant Society,Japan)」

に投稿済みで、■1号に掲載予定です。当館の研究成果をぜひ貴社の記事として扱って

いただきますよう、ご検討お願い申し上げます。

<発表 のポイ ン ト>

■カワツルモは海岸沿いの汽水域に生育する水生植物で、大阪府下では 1996年以降は

全く記録がなく、生育環境も皆無と考えられたことから、「大阪府から絶減」したとさ

れていました。

■ところが、当館の学芸員が中心となって実施した夢洲の植物調査において、万博会場

予定地の南東端の水域で再発見されました。水草類は水鳥とともに移動することが知ら

れており、カワツルモもこのようにして他の生育地から移動してきたと考えられます。

近畿地方まで広く見てもカワツルモの現存する生育地は極めて少なく、今回確認され

た生育地は非常に貴重です。

■しかし、カワツルモが確認 された場所は今後、残土置き場等として利用されるため、

まもなく埋め立てられる予定になっています。

■夢洲は、大阪府のレッドデータリス ト2014において、生物多様性ホットスポットと

して取り上げられており、大阪市生物多様性戦略の中でも、夢洲を重要な自然環境とし

て取り上げています。カワツルモの生育地やその周辺のヨシ原も含めた保全が望まれま

す。

夢洲で発見されたカフツルモの標本や生育環境について以下の通 り展示 します。

O期間 :令和 3年 6月 26日 (上)～8月 29日 (日 )

O場所 :大阪市立自然史博物館 本館 1階・入 り日付近



図 1:カ ワツルモの確認地点 (赤丸)。 航空写真 (2020年 8月 撮影)は大阪市が公開してい

るもの (httpsi//― .city.osaka.lg.jp/port/page/oo00457222.html)を 使用。

図 2:夢洲で発見されたカワンル

モの生育環境



図 3:夢洲で発見されたカワツルモ

図 4:カ ワツルその特徴的な果実



1.研究 につ い て

◆概要◆

低湿地や汽水域に生育する沈水性の水草類は、多くが絶滅の危機にあります。特に大

阪湾岸では、自然海岸のほとんどが改変されており、このような水草類の自然状態での

生育環境はほぼ消滅 しています。一方で、埋め立て地や人工島などでも、造成後そのま

まの状態で一定期間経過すると、湿地や草地が形成されることがあります。このような

環境は鳥類等の生息地として注目されてきましたが、水草類の生育地としては重要視さ

れてきませんでした。

大阪湾に浮かぶ人工島である夢洲にも、造成後で長期間放置されている場所があり、

そのような場所では、わずかに塩分を含む止水環境やある程度まとまったヨシ群落な

ど、大阪湾岸では稀になつた環境が形成されています。しかし、2018年に夢洲が国際博

覧会の開催予定地として決定されて以降、急ピッチで土地の造成が進行しており、現在

残されている汽水環境やヨシ群落が大きく改変されつつあります。そこで改変前の植物

相を把握するために、当館の学芸員が中心となり、2019年～2020年にかけて立ち入 り

許可を得て調査を実施しました。その結果、今回報告するカワツルモをはじめとして、

リュウノヒゲモ、ツツイ トモなど、旨重′企末童類が率 耳′されま した^

カワツルモは、近畿地方においては生育地が極めて限定され、絶滅が危惧される植物

で、大阪府では「絶滅」、兵庫県、和歌山県では「最も絶滅の危険性が高い」と判定さ

れていました。このように、大阪湾岸のみではなく、近畿地方まで広く見てもカワツル

モの現存する生育地は極めて少なく、今回確認された生育地は極めて貴重です。

夢洲は、大阪府のレンドデ~タ リス ト2014に おいて、隣接する野鳥園臨港緑地 (元 。

大阪南港野鳥園)と ともに生物多様性ホットスポット (希少な野生動植物が生息・生育

し、種の多様性が高い地域)の一つとして取り上げられており、さらにその中でも、A

ランク (規模的・質的に優れており、貴重性の程度が最も高く、全国的価値に相当する

もの)に位置付けられています。また、大阪市においても、大阪市生物多様性戦略の中

で、大阪府レッドリス トを引用する形で夢洲を重要な自然環境として取り上げています。

このように、夢洲は造成途中の人工的な場所である一方で、大阪府のレッドリス トや大

阪市の生物多様性戦略でも取り上げられている重要な自然環境でもあります。しかし、

カワツルモ生育地を含め造成途中の段階で形成された水域の多くは、今後埋め立てが予

定されています。特にカワツアレモが確認 された地点は 2025年の国際博 覧会の会場 の

南東端に位置しており、早急に保全対策が必要です。

※兵庫県レンドデ~タ ブックでは最も絶滅の危険1性が高い Aラ ンク、不H歌山県レンドデ~タ ブンクでも最

も絶滅の危険1性が高い絶滅危惧 IA類 とされています。

◆意義◆

カフツルモは、大阪湾岸のみならず、近畿地方まで広く見ても生育地が極めて限定さ

れ、絶滅が危惧される植物です。大阪府では、絶滅と判定された種の再発見となり、現

在のところ、夢洲以外では確認されていません。今回確認された夢洲の生育地は規模 と

しても大きく極めて重要です。また、水鳥類の生息環境としても重要であり、周囲のヨ

シ原も含めた保全が望まれます。



◆今後◆

今回確認されたカフツルモの生育環境は、今後埋め立てられる予定となつています。

しかし、大阪府のレンドデ~タ リス ト2014や大阪市の生物多様性戦略でも触れられて

いるように、夢洲は人工的な土地であると同時に、重要な自然環境でもあります。また、

水草類は鳥類の移動とともに移動し、分布を広げることが知られています。今回発見さ

れたカフツルモの生育環境については、カワツルモの生育環境だけではなく、周囲のヨ

シ原も含めて、鳥類の生育地としても保全し、残していくことが重要でしよう。

また、大阪市立自然史博物館では今回発見されたカフツルモとその生育環境の展示を

行います。

2.お問い合わせ先

大阪市立 自然史博物館

TEL: 06-6697-6221 FAX:06-6697-6225

O広報および広報用画像に関するお問い合わせ

総務課 広報担婆 森松 五月 (も りまつ さつき)

Email: s―morimatsu@ocmo osaka

O研究の内容に関するお問い合わせ

植物研究室 学芸員 長谷川 匡弘 (はせがわ まさひろ)

Email: hasegawaOmus―nh.city.osaka.jp

3.施設の基本情報

大阪市立自然史博物館

〒546-0034大阪市東住吉区長居公園 卜23

TEL: 06-6697-6221 FAX:06-6697-6225

大阪メ トロ御堂筋線 「長居」駅下車 3号出日・東へ 800m

」R阪和線 「長居」駅下車東出口。東へ 1000m

常設展示観覧料 :大人 300円 、高大生 200円

※中学生以下、障がい者手帳などをお持ちの方、市内在住の 65歳以上の方 (要証明)

は無料。

ホームページ http:〃剛 .mus一nh.cityo osaka.jp/


